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トロンの娘核種である212Pbの半減期をγ線スペクトル
強度の時間にともなう減衰から求める教材を作成する

220Rn（トロン）は半減期が短く、岩石にすばやく沈着するため、半
減期を求める教材には、不向きとされていた。しかし、トロンを
バーミキュライトに吸着させることにより半減期を求める。

半減期を求めるにあたり、トロンを吸着させる物質の検討、試料
採取地のラドン及びトロンの濃度の測定を行った。

１．はじめに

① バーミキュライトに源泉湧き出し口より汲んだ温泉水を流し、
トロンとラドンを吸着させる

② 電子レンジで加熱し、気体のラドンとトロンを気相中に追い出
し、それらの娘核種だけにする

③ 4時間ごとに4時間分のγ線のスペクトルの測定を行う
④ 212Pbのピーク面積の時間推移を求め、半減期の計算をする

２．方法

図１ トロンとラドンの吸着 図２ バーミキュライトを電子レンジで
加熱する

半減期の算出を行った結果、13.2 時間±0.63となり、文献値と
の誤差は、24％となった。

３．半減期の算出

図３ 時間経過によるγ線スペクトルの減衰

半減期55.6 秒のトロンを素早く吸着させる必要があるため、吸着
物質の試験を行った結果、表２に示す通り、バーミキュライトが
適していることが分かった。

４．吸着させる物質の検討

表１ 212Pbのピーク面積と面積比 (経過時間：h)

トロンの吸着能力物質自身のγ線スペクトル検討物質

ありトリウム系列素焼き板

ありトリウム系列ゼオライト

ありトリウム系列モンモリロナイト

なし検出なし活性炭

なし検出なし発泡ガラス

あり検出なしバーミキュライト

表２ トロンを吸着させる物質の検討結果

図４ 吸着前のバーミキュライト
のγ線スペクトル

図５ 吸着後のバーミキュライト
のγ線スペクトル
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試料採取地の旅館大橋「巌窟の湯」
では、トロン及びラドン濃度の精密な
測定が行われていなかったため、
RADUETを用いて3ヶ月間測定を行った。
ラドン濃度は、427±24 (Bq/m3)、
トロン濃度は、104±68 (Bq/m3)
であった。

５．トロン及びラドン濃度の測定

図６ RADUET (放医研開発)

トロンラドン
高さ

u CtnCtnu CrnCrn

88±21623±46925 cm

77±8030±48345 cm

99±31137±47169 cm

90±2134±58199 cm

86±13635±519133 cm

トロンラドン
高さ

u CtnCtnu CrnCrn

42±-8416±34325 cm

37±23311±22245 cm

44±4916±33069 cm

68±-3124±54599 cm

44±10815±310133 cm

表３ １度目に撮影した写真の
解析結果(単位：Bq/m3)

表４ ２度目に撮影した写真の
解析結果(単位：Bq/m3)

① 吸着後、時間が経過するほどγ線の絶対量が減り、統計的誤
差が大きくなる

② バーミキュライトを使用することにより、トロンを充分吸着させ
ることができる

③ 浴室は窓を開放するため、トロンが長期間の平均では室内に
ほぼ一様に充満し、高さによる濃度の変化が見られなかった

６．考察・結論

トロンを用いての半減期の算出は可能であるが、測定開
始までの時間を短くする等、改善の必要があると考える
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